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東京では、昨日8回目となった、『三宅島帰島支援ボランティア活動事前研修会』を行い

ました。46名の参加者のなかには、昨年度まで三宅島の小学校で教えておられた方、各

市区の職員や水道局にお勤めの方、生協や日赤の方々、そのほか多彩な顔ぶれでした。

6月の派遣を希望される方もいるなど、息の長い帰島支援活動に心強いばかりです。 
 
■みんなの声 

避難生活に思う 
 三宅島島民は噴火によって、平成12年9月

2日～4日のうちに、全島民避難命令を受け、

4年半という長期にわたる避難生活を余儀な

くされました。最初は3ヶ月から半年位と思

って居りましたが、なんと、避難生活も現在

に至った次第です。 

 それでも、避難生活が始まって直後から、

東京ボランティア支援センターの呼びかけに

よって、飯田橋のセントラルプラザ10F会議

室に島民が集まり、これからの避難生活をど

う乗り切るか、話し合いが何回も繰り返し持

たれました。そして、避難先で島民がそれぞ

れ組織化して、14年春の『三宅島島民ふれあ

い集会』の場で、支援センターのリーダーの

上原泰男さんから島民の手にバトンが渡り、

『三宅島島民連絡会』が発足されました。そ

して毎月一回、島民同士の話し合いを行って、

前進するよう頑張って参りました。 

 最初から、支援センターの力は大きく、私

はボランティアの暖かい支援の心から学ぶこ

とが多くあり、感謝に堪えない思いです。 

 今もって避難解除後も、上原さんたちは2

月1日からボランティアの人たち大勢さんで

三宅にわたり、高齢者たちの破壊された庭や

家屋の手入れのお手伝いに行ってくださって

いるようです。そのお蔭様で大助かりをして

喜んでいるとも聞いております。 

 上原さんには船上でお遭いして様子を伺い

ました。赤い帽子をかぶって一目でボランテ

ィアだとわかるようにとお気を使っていらっ

しゃるようです。 

 今年は、火山ネットフォーラムを三宅島で

行うと聞いております。遠く北海道や長崎の

島原からも、島民を支援するため、参加応援

してくださる予定のようです。本当に大勢の

人たちにお世話になり、三宅島では学べない

沢山のことを知り、また、暖かい助け合いの

心が如何に大切かを知りました。そして、前

向きに生きる努力が大切で、それが健康維持

になるような気がしています。 

 私は、この避難中、沢山の催しに参加させ

ていただき、大勢の人たちにお世話になり、

お礼の言葉も申し上げようもない程です。４

年間の避難生活は、私にとりまして、人間と

して謙虚に手を差しのべ、大きな輪となって

生きなければならない事を学んだように思い

ます。 

 都会で大変お世話になった皆様に心から厚

く厚く御礼申し上げます。三宅島はこれから、

火山ガスと共生ですが、前向きにできる範囲

で頑張っていきたいと思っています。 

（葛飾三宅会 五十嵐文子） 
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三宅島帰島支援ボランティア活動報告 
 

活動日 ：２００５年 ３月 ８日 

報告者 ：平嶋 和人 

班名・名簿 ：Ｃ班  井村 中村 平松 釜鳴 戸川 母袋 
 

＜ 活動内容 ＞ ○○ 様宅での作業 ススキなど刈り込み 
 

＜ 感想・等＞ 

平嶋：全島避難から4年半ぶりに戻った家は

無事だったが、家の裏手の畑はススキ

などがはびこり無残な有様になってい

たという。栗の木、夏みかん、アロエ

など姿を消したり、立ち枯れたりして

いる。家に戻ったからには、再びもと

のように戻したいとの思いからセンタ

ーへの派遣依頼となったのだろう。 

○○さんから本日の目標を立ち枯れた

栗の木までと言われススキの刈り込み

スタート。全て雑草に侵食されていた

と思ったが、ススキを刈り込んだ先に

明日葉の無事な姿を目にした時は感動

してしまった。 

三宅の島に昔からはえていた植物は生

き残り、後から植えた植物は生き残れ

なかったのだ。島の皆さんのこれから

の姿が思い浮かび、少しほっとしたの

だった。みんながんばれ！○○さんが

んばれ！ 

井村：カヤがうっそうと茂っている山の斜面

は、最初見た時、カヤ林かな？と思っ

てしまったが、実は畑であった！ 

ここを刈り込んで元の畑にする作業は、

正直、手作業では限界があると思うが、

○○さんとお話しながら、休み休みの

作業で、何とか開墾の一歩目が踏み出

せたかな、という感じ。パッションフ

ルーツの実がなるまで、是非がんばっ

て欲しい。 

平松：斜面一杯のカヤを前に、今日刈り込み

をして欲しい地点を指定され正直でき

るか不安であった。不安は見事に的中

し、目標を達成することは出来なかっ

たが、作業に○○さんも一緒になって

参加してくれ、休憩時には大変な境遇

にもかかわらず気を使って頂き大変嬉

しかった。噴火の前の状態に戻るまで、

是非がんばって欲しいと思う。 

戸川：４年半という年月は島民だけでなく、

島民の農場もまた過ごしていたのだな

と感じた。「あぁ、お前生きていたの

か。よく生きていたなぁ」。カヤにも

まれながらも何とか芽を出していたユ

リを見て、○○さんがふともらした言

葉。嬉しかったのだと思う。その○○

さんの笑顔がまた僕を嬉しくしてくれ

た。 

釜鳴：○○さんに最初に「本日の目標」を聞

いた時は、膨大な量だったが、あまり

たいへんだとは思わなかった。しかし、

実際やってみると、根が深いカヤばっ

かりだった（＞＿＜）直径１Ｍくらい

のカヤを根から掘り起こすのも大変だ

が、地上には細い茎が出てるだけのカ

ヤも根が横に伸びていて、結構たいへ

んだった。 

○○さんとのお話もたくさん聞けたの

もよかった。中学校の国語と美術の先

生をなさっていたそう、お話がとても

聞きやすかった。８０歳になるそうだ

が、一緒にカヤ刈りをやられるくらい

元気で、健康そのものという方だった。 

今回の活動で、少しでも島民の方の心

の支援になれば、これにまさるものは

ないと思った。 


